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株式会社キャムコム

AZ-COM丸和ホールディングス株式会社

キャムコムとAZ-COM丸和ホールディングスが
大規模災害時における相互協力協定を締結

キャムコムグループ（本部：東京都新宿区、代表者：神保 紀秀）の株式会社キャムコム（本社：東京都新宿
区、代表取締役：宮林 利彦）とAZ-COM丸和ホールディングス株式会社（本社：埼玉県吉川市、代表取締役社
長：和佐見 勝、以下：AZ-COM丸和ホールディングス）は、2025年8月1日（金）、「大規模災害時における
相互協力協定」を締結しました。

本件ご連絡先：AZ-COM丸和ホールディングス株式会社 経営戦略グループ 広報・IR部 広報担当
〒100-0005 東京都千代田区丸の内1-8-2 鉄鋼ビル本館5F Tel 03-3261-1000 Mail pr-info@momotaro.co.jp

←タイトルが命。最大３行。太く。
１行目・３行目 １２ｐ
２行目 １６ｐ

プレスリリース は広報の仕事の
核となる仕事であり、広報の
最大の武器。ツール。
書いて終わりではなく
採用されることが大事

ニュースバリュー を意識すること。
→メディアは何を求めているのか？
ニュースの価値。

広報・ＰＲの実践業務
①情報を集める
（ＰＲコンテンツ収集）
②メディアに配信
③配信後、取材に対応する

＜リリースの原則＞
・文章は横書き
・Ａ４サイズ
・テーマは１リリースに１つ
・リリースの枚数は極力１枚
（２枚目以降は「添付資料」）

＜リリースの基本要素＞
タイトル：記者はたくさん届くリ
リースの中からタイトルだけ見て
残すか残さないかを判断。
リード：全体を短めに要約。４～５
行のリードの中に本文のエッセンス
を盛り込む。
本文：リードを詳しく説明。
企業概要：著名な会社なら不要。

＜メディアが採用したくなる素材＞
・新商品（これから）
・驚きのある商品
・苦労して開発
・誰もが知っている会社の商品
・これからブームになる
・１億２０００万人が必要
・わが県で注目される商品

＜ニュース価値として意識するポイ
ント＞
・新規度＋サプライズ度
（一番、初めて、“最”がつく）

・物語度
・著名度
・社会関心度
・影響度
・地域度
↑最低１つは必要。多いほど良い。

使用フォント メイリオ
文字サイズ １１ｐ
「です、ます調」が基本
×いたしました 〇しました

極力１枚。添付資料を加えても２枚
程度に抑える。

←リード
５W１Ｈ
Who、What、When、Where、Why、
How
プレスリリースはセールスシートに
なってはいけない。Whyが大事。メ
ディアが知りたいのはWhy。

←ここに１行開ける

←本文
文字だけではインパクトに欠けるの
でビジュアル要素も入れる。
写真、表、イラスト、スキーム図、
など。

多くの人の目に触れるため、粗探し
されやすい。
公表が前提のため、取り返しがつか
ない。
企業イメージに直結するため、ダ
メージが大きい。

＜広報業務に関連する法分野＞
・著作権
・肖像権、パブリシティ権
・商標法
・景品表示法
・個人情報保護法
など

著作権侵害については、引用元を明
記してもダメ。
国や自治体が国民や住民に周知させ
ることを目的として発行した広報資
料等の引用はＯＫ。パブリックなと
ころから引用しましょう。

←以下は固定。
（修正する部分があるかを毎度確認
すること）

ページ番号は、
１枚だけの時は不要。（削除）
２枚以上になった場合に１から順に
ページ番号を入れる。

1

写真左：株式会社キャムコム 代表取締役 宮林 利彦

写真右：AZ-COM丸和ホールディングス株式会社 代表取締役社長 和佐見 勝

＜「大規模災害時における相互協力協定」締結の背景＞
2011年の東日本大震災や2024年の能登半島地震など自然災害の度重なる発生を受け、大規模災害の発生時

の対策に関する意識は高まっています。近年では、首都直下地震や南海トラフ地震、地球温暖化に伴う気候変
動による豪雨、洪水といった災害も予想される中、AZ-COM丸和ホールディングスのグループ会社である株式
会社丸和運輸機関と一般社団法人AZ-COMネットワーク*5は、各自治体と協定*6を締結し、被災地への支援物
資を輸送する拠点（以下、物資拠点）の運営等を行うこととしています。 一方、大規模災害発生時には、物資
拠点となる倉庫の手配やその拠点で支援業務を行う人員の迅速な確保が課題となっています。このような課題
に対して、キャムコムグループが多くの物流企業様に提供してきた、柔軟な人材確保、生産性管理システムの
提供、空き倉庫と荷主のマッチングなどのリソースを活かすことができると考えています。このような背景か
ら、両社の連携をさらに強化することで、大規模災害発生時の物流・人材供給面のインフラを支える機能を果
たすことを目的に「大規模災害時における相互協力協定」を締結する運びとなりました。

*5 AZ-COM丸和ホールディングス株式会社が中心となって、それまで協力関係を築いてきた全国のパートナー企業の経営支援を目的として2015年に創設、
     2016年に一般社団法人に移行。パートナー企業に向けた経営支援サービスの提供により、中小のトラック運送会社が抱える経営課題の解決をサポートしている。
*6 災害時における支援協定締結数 97自治体（32都府県 65市区町村） 2025年8月6日（水）現在

*1 AZ-COM丸和ホールディングス株式会社のグループ会社で3PL事業（荷主の立場に立ったロジスティクスサービスを戦略的に展開する事業）を展開する
*2 国内約50拠点で人材派遣、人材紹介、BPO事業を展開する
*3 物流企業を主としたスポット人材ニーズに応える人材事業、物流アウトソーシング事業を展開する
*4 「倉庫サービスの提供」と「物流企業様倉庫内サービスの提供」を軸として物流リソースシェア型プラットフォーム事業を展開する

本協定の締結により、AZ-COM丸和ホールディングスのグループ会社である株式会社丸和運輸機関*1、と
キャムコムグループの株式会社綜合キャリアオプション*２、株式会社バイトレ*3、株式会社ロジテック*4を含
めた6社で、被災地への支援物資の輸送や輸送拠点における支援業務の相互連携を構築します。
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＜各社社長コメント＞

株式会社キャムコム 代表取締役 宮林 利彦

この度は、AZ-COM丸和ホールディングス様と協力協定を結ぶことができ、大変光栄に存じます。日本各地で

大規模災害の発生が予測される中、人材確保から物流現場の運営、柔軟なシステム開発に取り組んできたキャ

ムコムグループがそのリソースを提供することは、私共の社会的責任であると捉えております。本協定による

連携構築により、災害時の迅速な人的支援、物資輸送支援を実現し、大規模災害時のインフラ機能として社会

に貢献できるよう取り組んでまいります。

AZ-COM丸和ホールディングス株式会社 代表取締役社長 和佐見 勝
近年、自然災害やさまざまな社会的変化により、物流インフラや人材ネットワークの重要性が一層高まってお
ります。そのような中、「困難な状況下でも、必要な物資を必要な方々へ的確に届ける」ことが重要な社会的
使命であると痛感しております。その実現には、災害時における迅速な現場体制の構築と、人材・リソースの
確保が不可欠です。今回の協定締結により、人材サービス分野で豊富な実績を持つキャムコムグループ様と、
物流インフラを強みとする当社グループが協定を締結し、人材と物流という両社の強みを掛け合わせることで、
災害時の物資拠点運営や被災地支援体制をより一層強化できるものと期待しております。今後も両社の力を結
集し、平時からの連携強化に努めることで、全国の被災地に迅速かつ円滑に物資をお届けし、支援できる体制
の構築に努めてまいります。

添付資料

＜会社概要＞

所在地：
代表者：グループ代表・創業者 神保 紀秀
事業内容：「働く」に関する社会課題をビジネスで解決する会社として、HRテックをはじめ、人材紹介・

製造派遣・外国人雇用支援・事務アウトソーシングなど多様なサービスを展開しています。
設立：2001年８月
URL：https://cam-com.inc/

所在地：

代表者：代表取締役 宮林 利彦

事業内容：

設立：

URL：https://cam-com.inc/

所在地：〒342-0008 埼玉県吉川市旭7-1

代表者：代表取締役社長 和佐見 勝

事業内容：グループ会社の経営管理等

設立：1973年8月

URL：https://www.az-com-maruwa-hd.co.jp/

本件ご連絡先：AZ-COM丸和ホールディングス株式会社 経営戦略グループ 広報・IR部 広報担当
〒100-0005 東京都千代田区丸の内1-8-2 鉄鋼ビル本館5F Tel 03-3261-1000 Mail pr-info@momotaro.co.jp

＜「大規模災害時における相互協力協定」の取り組み＞

本協定では、下記3点について相互に連携して取り組みます。

・「大規模災害時の物流等に関する研修会」の開催

・大規模災害発生時に支援業務を担う人材をバイトレ/ロジテック/綜合キャリアオプションで募集

・支援業務の運営に関する共同研究プロジェクトの創設

また、「災害時の人的支援」や「災害対策の拠点情報の共有」、「システムの共同開発」などについても共同

研究を行い、大規模災害時への対策に取り組みます。

＜会社概要＞

代表者：グループ代表・創業者 神保 紀秀

設立：2001年8月

売上高：1,265億円

資本金：4億円

従業員数：2,659人（派遣スタッフ除く）

主要拠点：全169拠点 ※2024年3月末 グループ計

URL：https://cam-com.inc/

所在地    ：【本社】〒342-0008 埼玉県吉川市旭7-1

代表者 ：代表取締役社長 和佐見 勝

設立    ：1973年8月

資本金    ：91億1,796万円

事業内容 ：グループ会社の経営管理等

URL    ：https://www.az-com-maruwa-hd.co.jp/

所在地 ：〒160-0023 東京都新宿区西新宿1-25-1

代表者 ：代表取締役 宮林 利彦

設立 ：2022年4月

資本金 ：1億円

事業内容 ：グループ会社の経営計画・管理事業、グループ会社のバックオフィス業務

URL ：https://cam-com.inc/company-camcom/
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